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発言/半世紀を経ての再開 熊本一規
各地/豊島 自ら作成した街づくり推進条例に違背
鎌倉 「飛び施行地区」区画整理始まる
小諸 新幹線来ず、商都・小諸の今

ルポ/超高層に都計審が「強引に進めるな」

解説/小規模区画整理あの手この手
解説/「忘れた頃にやつてくる清算金」を試算
本棚/『かくれ里 愛蔵版』
本の紹介/知は力なり 区画整理。再開発の本
夏の自治体議員研修セミナー 8月 19日

も

く

じ

二
〇

一
一
年
福
島
原
発
事
故
の
際
、
原
発

を
推
進
し
て
き
た
勢
力
が

「原
子
力
村
」
と

呼
ば
れ
て
、
そ
の
在
り
方
が
問
わ
れ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
。

だ
が
、
原
子
力
村
と
同
様
の
構
造
は
、
工

学
の
多
く
の
学
問
に
存
在
す
る
。
な
か
で
も
、

建
設
系
工
学
に
は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
。
工
学
に
関
連
し
た
業
界
や
役
所
に
人
材

を
供
給
す
る
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
の
学
科
創

設
の
目
的
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
建
設
系
工

学
の
業
界
は
、
国
や
都
道
府
県
等
の
公
的
部

門
の
支
出
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か

ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
原
発
の
意
義
を
問
う
た
小
出

裕
章
氏
ら
京
都
大
学
熊
取
六
人
衆
の
方
々
が

原
子
力
村
の
中
で
冷
遇
さ
れ
た
こ
と
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
工
学
部
に
お
い
て
学
問

・
研

究
の
在
り
方
を
問
う
こ
と
は
、
冷
遇
さ
れ
る

こ
と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
た
い

熊

本

一
規

（明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

行
為
で
あ
る
。

東
大
都
市
工
学
科
大
学
院
の
取
組
み

約
半
世
紀
前
、
工
学
部
に
お
い
て
学
問

・

研
究
の
在
り
方
を
問
う
た
取
組
み
が
あ
っ
た
。

東
大
都
市
工
学
科
大
学
院
に
お
け
る
取
組
み

が
そ
れ
で
あ
る
。
東
大
都
市
工
学
科
は
、
都

市
計
画
部
門
と
衛
生
工
学
部
門
か
ら
成
る
学

科
で
あ
る
が
、
建
設
省

・
厚
生
省
に
よ
っ
て

設
立
が
企
て
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
御
用
学
者
が
多
か

っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
学
問

・
研
究
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
衛
生
工
学
部
門
で
は
、
Ｉ
教
授
が
、

飛
騨
高
山
の
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
も
せ
ず
に
安
全
と
の
見
解
を
示
し

た
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
静
岡
県

駿
河
湾
が
製
紙
工
場
か
ら
の
排
水
で
ヘ
ド
ロ

の
海
と
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
取
組

み
が
院
生
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
都

市
計
画
部
門
に
お
け
る
具
体
的
取
組
み
は
特

に
聞
か
な
か
っ
た
が
、
当
時
ま
で
存
在
し
て

い
た
旧
都
市
計
画
法
が

「国
が
都
市
計
画
を

定
め
る
」
旨
の
法
律
だ
っ
た
た
め
、
問
題
は

山
積
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

学
問

・
研
究
の
あ
り
方
を
問
う
院
生
の
取

組
み
の
成
果
と
し
て
、
都
市
工
学
科
の
建
物

（工
学
部
八
号
館
）
の
う
ち
三
階
は
、
院
生

の
自
主
管
理
空
間
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
、

都
市
工
学
科
の
宇
井
純
助
手
が
主
宰
し
て
い

た
自
主
講
座
は
、
全
国
各
地
の
住
民
運
動
の

報
告
を
聞
け
る
場
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
い

た
が
、
そ
の
運
営
の
た
め
の
部
屋
も
自
主
管

理
空
間
の
一
部
を
構
成
し
て
い
た
。

都
市
工
学
科
へ
の
進
学
か
ら
漁
民
運

・
住
民

運
動
支
援
ヘ

都
市
工
学
科
院
生
の
取
組
み
に
共
感
を
覚

え
た
私
は
、
専
門
課
程

へ
の
進
学
の
際
、
都

`夢
儡
おヽ ヽ
_ノ

半
世
紀
を
経
て
の
再
会

▼
▲
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◆私の発言

☆熊本一規 (くまもと かずき)先生 1949年佐賀県小城町に生まれる。1973年東京大学工学部都市工学
科卒業。1980年東京大学工系大学院博士課程修了 (工学博士)。 1987年 より明治学院大学に就任し、
現在明治学院大学名誉教授。ごみ・リサイクル問題で市民サイドからの政策批判を行なうとともに、埋

立・ダム・原発・都市政策で漁民・住民のサポートを続けている。著書『これでわかるごみ問題Q&A』
(合同出版,2000年 )『日本の循環型社会づくりはどこが間違っているのか?』 (合同出版,2009年 )、
『海はだれのものか』 (日本評論社,2010年 )、『脱原発の経済学』 (緑風出版,2011年 )、 『よみがえれ !

清流球磨川』 (共著,緑風出版,2011年)、『漁業権とはなにか』 (日本評論社,2018年 )、『権利に基づ
く闘い』(緑風出版,2022年)など多数。

市
工
学
科
に
進
学
し
、
そ
の
後
大
学
院
に
も

進
学
し
た
。

一
九
七
六
年
夏
、
博
士
課
程
二
年
の
時
、

宇
井
純
助
手
か
ら
の
話
で
、
大
規
模
工
業
開

発
に
反
対
し
て
い
た
志
布
志
湾
住
民
運
動
の

支
援
に
通
い
始
め
た
。
以
来
、
当
初
は
予
想

も
し
な
か
っ
た
が
、
志
布
志
湾
に
は

一
九
九

一
年
ま
で

一
五
年
間
も
関
わ
り
続
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。
志
布
志
湾
で
は
、
当
初
は
大
規

模
工
業
開
発
に
代
わ
る
地
域
振
興
策
の
作
成

に
取
り
組
ん
だ
が
、
そ
れ
を

一
年
後
に
作
成

し
終
え
た
後
は
、
漁
民
の
持
つ
漁
業
権
に
着

目
し
、
如
何
に
し
て
漁
業
権
で
埋
立
を
止
め

る
か
の
、
今
で
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
る
研
究
に
没
頭
し
て
い
っ
た
。

志
布
志
湾
以
降
も
、
沖
縄
県
石
垣
島
の
新

石
垣
空
港
問
題
、
佐
賀
県
唐
津
市
の
佐
志
浜

埋
立
問
題
、
大
分
県
佐
伯
市
の
大
入
島
埋
立

問
題
、
長
崎
県
の
諫
早
湾
干
拓
問
題
、
熊
本

県
の
川
辺
川
ダ
ム
問
題
、
岐
阜
県
の
徳
山
ダ

ム
問
題
、
山
口
県
の
上
関
原
発
問
題
、
島
根

県
の
島
根
原
発
三
号
機
問
題
等
々
の
埋
立

・

ダ
ム

・
原
発
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
。
「漁
業
権
で
事
業
を
止
め
る
手
法
」
が

注
目
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

都
市
計
画
道
路
拡
幅
問
題
へ
の
関
わ
り

築
地
市
場
の
豊
洲
市
場
移
転
問
題
で
助
言

を
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
縁
と
な
っ
て
、
同
問

題
に
深
く
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
水
谷
和
子
さ

ん
か
ら
の
紹
介

・
依
頼
を
受
け
、
二
〇

一
九

年
か
ら
は
都
市
計
画
道
路
問
題
に
も
関
わ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
都
市
計
画
道
路
の
拡
幅
計

画
で
、
住
居
の
一
部
が
削
ら
れ
た
り
、
立
ち

退
き
を
迫
ら
れ
た
り
す
る
問
題
で
、
主
と
し

て
、
杉
並
区
の
西
荻
窪
補
助

一
三
二
号
線
及

・び
武
蔵
野
市
の
女
子
大
通
り
に
関
わ
っ
た
。

四
十
数
年
ぶ
り
に
都
市
計
画
の
分
野
に

戻

っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
「漁
業
権
で
事
業

を
止
め
る
手
法
」
が
都
市
計
画
に
反
対
す
る

運
動
に
も

「財
産
権
で
事
業
を
止
め
る
手
法
」

と
し
て
応
用
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
は
、

私
に
と
っ
て
も
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

・
さ
ら
に
、
最
近
に
な
っ
て
、
近
年
の
局
地

的
豪
雨
に
よ
り
善
福
寺
川
が
し
ば
し
ば
氾
濫

す
る
こ
と
の
対
策
と
し
て
、
東
京
都
に
よ
っ

て
善
福
寺
川
調
節
池
の
建
設
が
も
く
ろ
ま
れ
、

．多
く
の
世
帯
が
立
ち
退
き
を
強
い
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
問
題
で
も
、
女
子
大
通
り
拡
幅

反
対
運
動
の
経
験
が
大
い
に
役
に
立
つ
状
況

が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

岩
見
良
太
郎
氏
と
の
再
会

・

二
〇
二
三
年
、
西
荻
窪
の
道
路
拡
幅
反
対

運
動
を
担
っ
て
い
る
中
野
千
枝
さ
ん
た
ち
が

岩
見
良
太
郎
埼
玉
大
学
名
誉
教
授
の
学
習
会

を
主
宰
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
岩
見
氏
と
約
四

十
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

岩
見
氏
は
、
当
時
、
大
変
優
秀
な
先
輩
と

し
て
院
生
の
間
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
大
学

院
修
了
後
も
都
市
計
画
や
区
画
整
理

・
再
開

発
問
題
等
で
住
民
の
側
に
立
っ
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
存
じ
上
げ
て
い
た
。

岩
見
氏
に
も
再
会
を
喜
ん
で
い
た
だ
い
た

が
、
当
時
差
し
上
げ
た
自
製
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「生
命
復
権
の
計
画
論
」
を
丹
念
に
読
ん
で

お
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
、
私
の
ほ
う
が
感

激
し
、
有
難
く
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
岩
見
氏
は
、
こ
の

四
十
数
年
間
、　
一
貫
し
て
住
民
サ
イ
ド
に

立
っ
た
都
市
計
画
を
追
求
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

こ
と
に
な
る
。
他
方
、
私
は
、
大
規
模
開
発

に
反
対
す
る
住
民
運
動
に
関
わ
っ
た
こ
と
か

ら
、
漁
業
権
や
埋
立
問
題
を
主
要
テ
ー
マ
に

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
四
十
数
年
を
経
て

都
市
計
画
を
サ
ブ
テ
ー
マ
と
す
る
に
至

っ
た

こ
と
に
な
る
。

四
十
数
年
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
経
て

の
再
会
は
、
大
変
感
慨
深
い
こ
と
で
あ
る
。

今
後
、
岩
見
氏
や
区
画
整
理

・
再
開
発
対
策

全
国
連
絡
会
議
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
都
市

計
画
問
題
に
少
し
で
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
と
念
じ
て
い
る
。
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